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ヘ昭和五十川口年十一月…一一十日
J
f産業科学研究所所長室」
原
問
最初に役話役の一人としまして、本日の座談会の趣旨を御説
明中し上げます。この度産業科学研究所の樹立四十周年
ω記念事業を行
うに当りまして、成研関心
1年の歩みと題した肱談会を行い、産研の将
来の発肢の参考にさせていただきたいものと思います。なお昭和五十六年五月で阪大は創立五十周年を迎えることになります。その
一つとして大阪大学五十年史の刊行が一予定されております。そこで本
88 
おのお話をまた五十年史の参考にもさせていただきたいものと存じます。四十年の歩みとしておりますが、時間の都合上、吹
mm移転までの
歩みに限らせていただきます。なお
は湯川先生にお願いいたしま
す。
湯川
そのまま五十年史にと言われますと附くなると思いますが、
どうぞお気軽にお話しいただくようお願いいたします。表出史よりそれにかかわるいきさつを話していただくのが結掛かと思います。前に出ました吋大阪大学二十
産研の章があり、昭和
十年までの
沿卒、慨嬰が舎 れておりますが、これは小島先生の所長の頃かと思います)多分小閉ざん(初代の事務長)
かれたものと記憶しており
ます。それでは ず波研の創立 頃からお話を進めていただきます。
昭和十四年頃、産研創立当初の全体構想と社会的背景
回訪問
ヌj，:
日
制l
の
で最初から産研におられました村橋先生、当
時、お気付きになられたことなお話し願います。
村
橋
でありました。全体の構想にはかかわりま
当時私は
せんでしたので、川想といったい爪については知りませんでした。
?
寸寸寸'トト』??
ー
戦争が始まっていて物が級皮に不足していました。
せっかく多額の金
止な集めていただきましたが、物がなく木造の建物でした。私はある日、真島先生からガスを引くことを命ぜられまし 。
いろいろな人に問い
の
てまわりましたが、結局先生は金はあるから沼がガスをつくれといわ
れました。それは産研の持っている金からするとなんでもない小さいことでありました。ある専門家に陀きますと、
ガスをつくると大変だ
ぞ、まわりがどろどろになり、きれいな流れもタ
i
ルでよごされる。
れました。そ で真島先生に うゆしそれよりも是非パイプを引いてもらえ、鉄管を用意してもらえといわ
るとよろしいということに
なりましたので 中央と述絡して欽の資材をもら たのです。これは管を引くことができたのです。
では大変なことでした。そして町のガから数キロメートルのカス
湯川
お令一があったということですが、協会がその当時の金で四百
億
千倍として八十抵円、
万円、今の金にして
一千倍とすると百
円という余を持っていたのです。今、向エネルギ
i研究所が非常に金
をかけたといっても百億円のね度であります
3
当時集めた
H自和54:iì三 11月 30i=l 
金の如、がいかに大きか たかがわかります
G
村
橋
本館と後に別館とが
できましたが、別館の一槻河
政研40周年記念座談会
ふl川町が五万円でできました。しかし資材を得るのは凶難を
きわめたようです。湯川
全体構惣については
当時伊藤忠兵衛さん(故人)から閉山かれましたことを大谷さ
んにお話し聞います。
大谷
私は筑隊から帰って昭和二十一年から仕事をして今日に五つ
ております。その小で一番印象深いのは協会のもっていた土地一万九千坪があって、この土地が悶に寄付され、終戦後農地解放にひっかかりかけたことであります。その手続きを堺の段地委員会にお願 いたしましたっ
当時の事務長の小限さんと共に半年の問何度も交渉をいた
しま た。もう一つは損金封鎖にかかったことであります。大蔵省とかけあって、産研協会の方は解除 なりましたが、
円ノい什
JやιふEm
山
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封鎖されてしまいました。当時古問俊之助さん 産研協会の剤取長をされ、伊藤忠兵衛さんは理事で非常に杭械的に仕事なされていました。伊藤忠兵衛さんは経済活動、財界活動 やらないということを終始いわれていましたコ
ロータリー活動と学校教育活動と
PH
分の事業以外は
やらないことをモットーにされ 真島先生との交わりは社史などに記されているので御存知かと思います 伊藤忠兵衛さんはカナ文中を提唱さ が、
政研協会の理事長になられてからは
カナ文字に対して執念をもっておられま た。ある時 議事録を縦書きの出字まじりのひらがなで書いてもっていくと、
…ベつしてテ!
ブルの上に投げすて、読めないと言われ 。
日はどっちについている。
縦についているのか、
績にかけ、
燥しい
いてもだめだ、誰にで
もよめるカナ文字 しろといわれ、早速成したこと 思い出 す産研創立のち時は日本が国政奨励というキャンベ!ンを展開していた頃でありました。限策というこ が強調され、当時栗本焔之助さんが政治経済研究所(戦後解散)をつくり その
の小に栗本さん
í!J;: 'tì:::f'l'学研'先!好関十年のコij;み8.9 
と共に片岡安さんが産業技術指輿ということをかかげました。もう一つの流れとしましては伊藤忠兵衛さん、楠本先生、
住友さ
ん、小企さんなどのグループのお考えで、それと梨本さんらの御芯見とが合致して、大阪産業科学研究所期成同盟というのを昭和十二年につくったのであります。そ 前に 機関設置促進為志協議会というのがあって、これが政治経済研究所の中に設けられていました。そして期成間関から要望書を文部省へ提出 たの 研創立のきっかけになるのであります。こ 持の土地の寄付 問題について伊藤竹之助さんとのやりとりのことが伊藤忠兵衛問顧録 記されています。湯川
有難うございました。私は伊藤忠兵衛さんから大阪産業科学
研究所期成問聞ができるいきさつをお聞きいたしま た。大阪大学ができる時大阪府は一八五万円安」寄付したが 地元は仰をすればよいかと伊藤、小倉、古田さん 楠本先生に聞くとまだちょっ 待ってく 、東京に理研があるが、大阪にもそんなものを くりたい。そ 地元にお胤いしたいのでそれまで待ってほしいといわれ、後に大間以産業料学研究所期成問問ができたというわけです。全体構想については楠本総長の当時、私と日武却さん(現大阪市大名
誉教授)
の一一人が一緒に助教授の鮮令をもらいにいくと、
定汗〉出守口
U
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について
時間ほど話されました。それは今木造の建物が出んぼの中
に建って るだけであるが、構想はもっと大き 。将来大阪の地下鉄が堺へ入 く ということであり、橋本会館の通りの前 門があって、そこが地下鉄の駅の予定地であるから、そこに六
i
七階建のもの
を凹つつくり、
ハ部門にするという構想でありました。鉄材制限
のためとりあえず今は付属工場の事務室をつくり、それが今の本館で
90 
ある。しかし産研はこれから大薮大学にとって大事なものになるので、
しっかりやれといわれたことを思い出します。昭和十五
i
十九年戦時中の研究体制
主包
跨
私は昭和十
から工
の応用化学科で説仰をしていました。
そして昭和十六年五月に産研の嘱託になりましたが、五島先生が…番LIHJ
ず」
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「FM
八刀は理学部の教授なの 、
たことは、
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」とで、産学協悶に対してユュ・
196クな構想な持つ
て陪られました。またある時
d、
「問問一助式なしたいが、政学協同を表わ
すようなものをセラミックで作って、それな招待者への
にしたい
ので、考えてみて欲 い
と一…一一口われました。私は政学協同止などのよう
に関誌に表わせば良いか思 付かず、京都高等工芸学校 凶案科の向井教授に相談しましたところ、
お城の図案を持ってきて、これを陶磁
慌で造ることになり 。
お城、がどうして産学協同のシンボルか私
には分かりませんが、これ(現物を持参)がそのときの産学協関のシンボルです。ともかく、真'品先生からは実際の物を作って欲しいれていました。終戦直後、私はまだ若くて数え年四十五で鉛先生の後の所長になりましたが、その頃一番問題になったのは農地解放問題でした。'" 十人ぐらいの人が下駄ばきでやって来て、
「お前ら白い聞紙を着て
いて剖が日本に文献できるか、解放し ければ駄目だ」と言うことで解放問題が起きました。 れを大阪府が取り上げ、そ て手続き川知
が本省に行ってしまいました。ご存じのように敷地六万坪のうち一一一分
の
を戦時中は農地として利用されていました。貸す貸さんとは別問
題に、戦争中のため占拠される形で苧などを作っていたわけで、民地権はその人たちにあると言うことでした。そこで私どもとしては関つてしまいました。
そのあたりの事情は上野製薬社長(先代)も
十年』にくわしく書いています。
上野社長と当時の大訳府知事赤間さ
んとが懇意でしたので 上野社長と私の二人で赤間さんのところへ行って、
三又教百年の計を考えると、農地解放の手続きをされては悶り
ます
L
と取り下げをお願いしました。知事はすぐ農地部長をよびつけ
て一パカヤ
plL
とおこって、すぐにその手続きを破棄されました。
上野社長に私がお願いできたのは、村橋先生の開発された合成エブェドリンを上野製薬でも製造販売したいということで懇意 な たからです。もっともこの第一
の産学協同先は小野薬品工業でした。
このように産業界との関係があったわけですが、産研はそのな味でユニ
3013
クな総合研究所でした。その当時、仙台には金胤材料研究所が
ありましたが、
スタッフの数においても、その他の諸条件においても、
金属材料研究所に次ぐ二番目のユ日
71111
クな総合研究所でした。それを
証明したのは
G-H-Q
の科学経済局のケウリイ博士とオゃフライエン
準将でした。茅文部省科学局長(のちの東大総長)を通じて
G-H
・0~
に
呼び出されたことがありました。そのとき、
日本は政府が学校教育に
干渉しすぎる。産研はどのようにして設立されたかということから始まって、大甑だけ 研究所は幾つあるかと言うことになりました。国立では産業科学研究所や工業技術院大阪工業技術試験所があ 、府立
では工業奨励館、市立では工業研究所があるという具合に、同じようなものが幾つもある。それは整理しなければならない。
また資本の制
分化 どう考えているか、などのことをケウリイ待土とオ*フライエン準将からきびしく質問されました。そのときたまたま通訳の上手な三一戸助教綬がいましたので、
その人を通じて私は席研の創設は政府補助
によるものでなく、民間
によって設立されたものであることを
強調いたしました。それに対して
ケウリイ博士たちは非常に感心し
て、
っそれは
rM
分たちが考えている却想的な総合研究所である」と一一一日
っておられました。
「それなら一度産研に来られて、御芯見を言って
下さい」ということになり、
ケウリイ博士(物開学専攻)外
名を中心
にして波研講堂で大学人、企業人など約間十名 人が集まって討論をして、円以後にケウリイ博士は、民意で設立されたというな味では波研はアメワカのカーネギー-メロン研究所 ようなもの 、そう う研究所でこそどんどん研究が行なわれるべきである、と一一ぬっていました。そんな関係もあったからと思いますが、昭和二十三、ニ十四年頃に講
小
lol
座申請したときも二議限(法部工学、んけ成医薬)がすんなり認め ま
た村上
さきほど、
湯川さんが総長から産研の大きな構想合間かされ
たと話されましたが、その時の教授である私内'身は全く反対で侭 間かされずに度研に米ました。
来てみて潤滑油という治政だったのでび
っくりして、どうしたらよいか分かりません した。当時のにしてみれば、私は出化学研究所にいたことでもあり、その
mm
例で先
生は単なる研究であってはいけない、
利誌につながる研究でなければ
建築科学研究所矧|年の歩み91 
らないと指導されていたので、私に関しては何も言わなくても分かつていると思っておら たに
いないと思います。心の中では産研も、
その設立の経緯からみて産業界から陥れた研究を行なうようでは駄目だと思っ お れたと思います。
しかし、その気持ケ汲み取れずにお
り、また来てみて専門外の講胞だっ こともあり、
の研究所だか
らもっと学問的な研究を行なわねばならな というよう 誤解していました。しばらく研究をやり出したとき、
一度真島先生にお叱りを受
けたことがあります。
それは、政研へ米る少し前から常子説を研究し
ていたのです 、物を作るということからみればね速いものでした。いずれは製薬に利用できると思って、
その研究を波研でも続けたので
すが、真
FM州先生に止めるように一一一一口われました。
ただし、もし実際に薬
を作るときの反応に役立つのなら続けてもよいだろうが、そうでないのなら止めた方がよ と言われました。その
の奥には産学協河と
いう考えがあっ からと思われます。
お叱りを受けてから、
やっと気
がつ たというような状態でし 。創立に協力した当時 大阪財界人の考えも産学協同 環視するところ あったように思いまたある時、産研の中で基礎研究に深入りした人がいましたが、州制(
味があるという理由だけで研究 る人は悶る、そういう人は淀研をやめて、自分の私設研究所を作るべきだと、真島先生に佐一口われたこ があります。
の次の所長が私でしたが、ポ円先生が病気で倒れたの
で止むな得ず私が引き受けました。
青
ケウリイ博士が来たときに、沢山の酒を飲まされたということ
などもあって、とうとう病気になったので、
に村上先生が所長にな
りました。真向先生は産学協同を純粋に心の中に思っておられた方で、
92 
自に見えるものが出来上がる在びを持っておられました。
ニごごにじリ
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間刊を具体的にど ようにすればよいかということはあっ ようにお見受けしました。
現花の法学協向については、民間の方が大学の研究機関よりも設備においても人材においても優秀になってきたところもあるので、
いろ
いろ議論される
iM
もありますが、研究所と産業界が上手に辿抵できる
のが良いと思います。村上
私が所長を引き継いだときは、育先生が什の折れることをす
ベてしていて、地ならしをしてくれて たので、私には苦労 ありませんでした。湯間
東京の理化学研究 と言えば、私は仁科先生や鈴木先生
礎的な立派な社主を一政の中に怖いたものでした。また捕水先生から最初に理科と工科が融合して研究することに特徴があるとも聞いていましたので、真向先生や村上先伎 御背心にもかかわらず、私 誠山中しわけ ない本礎研究を行って まいました。
村上
私が所長のとき、文部省からきっく一一一口われたことが
つあり
戦後だいぶたってからのことですが、学部と研究所の
いに
いてきびしい指摘を受 ました。特に産研の運営 仕方が文部省の考えて るものと違っていることに対して不満 持 ていました。は各教授が中心 独立な仕事をしているが、
研究所では専門の違った
教授がある一つの目的に向かって研究するところに特徴があるので、そうして欲しいと言われました。
しかし、私の所長時代には実現でき
ませんでした。真島先生は設立当初にそのようなことを考えておられたと思います。
ただ部門形成の順
J序はどちらでもよいと考えておられ
まし 。すなわち最初から一目的に数教授を集めて、部門の数 願次明やしていかなくても
ハ講座を設ける予定でいられたため、まず
専門の大きく異なった教授を集めてそれが
部門の核となっ
nkHμ
口HBJ
、
立臼陪|
て、後からの増員教授で、各部門を形成していってもよいと考えていられました。そ 方針で教授を集められたところ、急に戦争で、取員が中止され 部 を形成することができぬまま、部門の核だけの集まりというバラバラな状態になりました。最初の予定通りの噌員がなされていれば、こんな苦労はなかったと思います。もう少し議肢を増やしてくれれば、
それも出来やすかったかと思います。その点で苦労が
ありました。浅間先生が波研に米られた墳からよく ったよ に思われます。
音響科学研究所の設
と合併
湯川
話がもとへもどりますが、戦時中、二悶先生は我々に食料止を
供給して下さった。その頃、点日研ができたのですが そのいきさつを御願いします。
ニ国
私は戦争が落ち目になった昭和十七年に来たのですが、氏(烏
先生に「何をすればよろしいでしょうか」と聞きます 、
「与ゴ
LJ
〉
γγ
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きなことをやれ」と一一一一口われ、
だのですが、そのあとで真島先生は
「しかし南方がせっかく広がったのだから、南方の自然に関係あることをとりあえずゃれし 言われたが
いろいろ開いてみると南方に行
くてだてが無い頃でした。私は国会で予算が通過したからというわけで官制の出ないうちに来たのですが、もう直ぐ官制が出るはずだというのが中々出ませんで、遂に昭和十七年の十二月にその年国会を通過した
日悶
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なり居場所がなくなってしまったわけです。しか も 研究をはじめていましたので、嫌でも自分の研究をやらねばならなくなったわけです。南方資源のいろん 珍しい化学物質 探そうと思っておりましたのが、
ひょんなことで澱粉に関係するようになって、その物性に興味
があり研究を続けたのですが 戦後そ 研究 役に
ました。その
頃、澱粉はあまり研究されていなかったので
一生澱粉屋になってし
まいました。私自身は「何でもよ 」
れたので基礎的なことを
やりたかったのですが。
それはともかく、附和十七年度に文部省に申
請してい 新しい一一一部門が通りません 、その代わり昭和 九年に音研ができ わけです。
加藤
立問研設立については私は何も知りません。音研ができてから
米ましたので。私は日本電気にいた で が、雄山さんから来るように言われて辞表を出 たのですが 当時 技術屋を確保し おく方針だったので、なかなか辞めさせてくれませんでした。-m
研へ来てから雄山先生の説明で音研が出来たのはこういういきさ
つだと聞いています。
日本の潜水離が南方海上でやられるので、その
対策を考えることが必要で潜水艦 探知する研究をやっているが、それを水の中で探知されないよう 技術が音響の立場 ら可能 、これらを総合的に研究す 育研設立案を捻出していたところ通過したので
月
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に人を集めているとのことでした。
湯川
産研は各先生が御健在ですが、音研は初代所長は雄山先生で
すが亡くなられ、加藤久次、林喬、縦月時先生も亡くなられています。ところで戦争末期から戦後にかけて脊研も活躍しましたが、昭和二十六年に産研に合併されました。これは村上先生が所庶民の時です。
青
村
上
雄山川、が同時に教授になったのですが、機山さんは箪
と関係があり、撲の方にも誘いかけが米ていました。立問研は箪の力で
に出来てしまったのですが、初め産研に間賠していて後で分断する
ことになり、鉛先生が両方 所長に ました。今 総長になって点目研についていろんな議論があったようです。
村
上
我々の力ではなく、知らん聞に育研は出来たような感じです。
加
藤
当時、雄山先生から村上先生宛の手紙のコピーを狩っていま
すが、
それを読んでみると、点日研の廃止の方針が打ち出されたのも雄
山先生の知らん問になされたという感じを受けました。
湯川
戦後になって文部省は大学内の幾つもの研究所を統合する方
針を示したようですが。
青
tm
研に対しては戦争にあまり協力したことに対する批判があっ
たようです。
進駐軍が米て、
先生達のやってきた行動をとりあげて
「パージしないといかん
L
などと言っていたので、独立していては都
合が悪いので合併したということもあります。
放射線実験所の設立
湯川
所長が阿部先生から亡くなられた小島先生に替わられたあと、
昭和三十
に放射線実験所が創設されたわけですが、恕学部から移
94 
られて創設に尽くされた浅泊先生に、その辺の事請を伺いたいと思います。
浅凶
突は産研が設立された頃、八木先生から産研に答わらんかと
一…一一口われましたが、私は学生を教えている方が適任だと思っていましたので、政研を兼任という形なら参りますと御返事し、助手一名分の研究費なずっと産判明か 出してもらっていました。ところで放射線実験所設立のいきさつですが、私は淑学部でラジウムをニミリソキュ
i
リ、
コバルトムハ
O
を一一一キュ
l
りもっていて、細々と実験をしていました。
その頃、
ジャガイモの発芽防止とか殺菌などのいろいろの研究がブメ
リカで相当行われていましたので、そのようなことを始め して、細々と研究を行っていました。それに対して、文部省では研究、設備投を付けてやろうということになりました。ここで建物をどこ
てる
かという問題が出てきたわけですが、中之あのように沢山人 住んでいる所は大変な問題になります。 ころが丁度小島先生が産研所長のときで、小島先生から波研教授会の意向と て 間併 康研敷地は広いし、放射線関係の研究は成業と結びつく も多 ので、身栴とも鹿研に移って、そこに実験所を建てたら 話があり 。そんなわけで私は波研が本務、海学部が兼務 いうことで産研に移りました。
いよいよ実験所を建てるということになるわけですが、文部省から一年度にわたって予算が出ました。初年度は胴体の建物とヅ
i
ルが出
米上がりましたが、
ホットケ!ブの場所に砂利が敷いであって、報い
くとその上に蛇がどろどろと沢山いて少々驚いたのを覚えています。
その砂利の上にホットヶ
I
ブを京コンクリート、すなわちマグ、ネタイ
トを沢山含んだ鉱石と砂鉄とそしてセメントで作りました。中へ一一一万キュ
i
リまで、
コバルト六
O
を入れることができる大きなケ
l
ブを
つ作り、それら ケ
i
ブは隣のブ
i
ルに述絡がつくように作りました。
それらは当時としては最新 設俄でした。このようにして、産研の小でいろいろ位話になりました。
湯川
放射線実験所ができたことが、そのあとの産研の吹田移転に
つながったと思 ます。というのは、放射線実験所が立派だったので、それに糾激されたような形で なんとか従来 ボロボロの木造建物を鉄筋に建て替えるわけにはいかないかと考えたのが、そもそもの動機だったように思います。そこで、政射線実験一昨の増築 時だった 記憶していますが、その建物に産研の新しい建物 ボチボチ縦ぎ足していこうという案がまず出されまし 。放射線実験所の増築と並行して、皮研の建て替えを段措的に進めるという案を作って、その青写真なども作りました。 かし、文部省の方針 しては、産研よりもっ ボロボロの建物があり、耐用期限に達し いから、版印刷の改築は駄目だと一一一日うことにな ま た。ここで改築が駄自なら移転というこ を考えざるを得なくなったわけです。移転という点では大阪大学 統合方針が議論されていましたが、
私共の
訴の防、いは宿替えしたら新しい
建物に入れる いうことでし 。統合 だけであ ば、あるいは移転しなかったかもしれませんが、放射線実験所の建物を見たり二号館が焼けたということ あって、なんとか鉄筋の建物 入りたと思って ました。従って、産研の移転は結果的には放射線実験所が
推進力になったように忠われます。
村上
たしかに放射線実験所ができたときは、
いぶん涼しく忠い
ましたね。
浅田
しかし、
取引Y4K
円こ
??
あの当時はすまないと思いました。
出もあり す。あの建物は大林組が建てたものですが、そのとき建設用の仮小山肢を作っていました。建築が済んだあと、
その仮小段を泣す
ということにな が、それを渋さずに寄贈してもらいました。松当広 も でした。それが移転のときには、文部省が建てた建物と同じような資格で、坪数の計算の中に入 ることが出来ま た。
湯川
吹出へ移転したことについては、むしろ大阪大学の全体の移
松計画が出米たからですが、
それまでには県中キャンパスの答指舎を
見に行ったり、
またそこならどんな建物にするかなどを考えた経緯も
あります。当時の附凶
の発想もあって、
の移転計闘
の中に乗せていただいて、吹問へ移転してきたわけで
共同研究の体制、
四研究部への移行
沼吾
JlI 
文部省のきびしい提言もあって、村上先生、
一凶先生の所長
、ノ一
4d
、、
。一
UJ
それまで個々であった研究家を研究部という形でグルーピング
する方向へ努力されましたのを思い出します。村上所長のとき
IJi:I 
研
究部の体制ができる前に「将米計同委員会
L
が設けられて、
いろいろ
議論いたしました。それが
の時まで続き、今だに続いている
ょうです。どこでも、こうい
は必要ですが、
その問研究部に
すると端と端が続いて、
なんとなく学際領域の研究所という感が出て、
た
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文部省も理解してくれたように思います。
先程の産研移転の話と関係しますが、初計と枚方とバラバラであったから、このままでは産研自身の統合ができないし、また移転と言ってもな なか願容が削ってこないと思いました。
しかし、大阪大学の統
合という線になれば、産研の統合も可能と思いました。当時の御背心談
-.a: 
から悔いたいと思います。
二国
その将来計画委員会も若手の先生方がやって下さいました。
文部省の…つの方向にまとめるという指針に対して、
間研究部制にす
ればなんとか筋が通るということで、文部省には説明しました。
し
か
し、金偶然機研究部と有機研究部の中 の結びつき ともかくも、響関係をどう加える 、電子 器関係をどう説明するかは大部苦労しました。とにかく国に認められて、微研につづいて吹田に移り政研のこの鉄筋の建物 建てるこ ができたわけですが それにしても問費といいながらあの金はどこから出たのでしょう。湯川
堺の土地な住宅公団に買ってもらったからと思います。
菌
堺の土地のおかげで、これだけまとま た土地が入手できた
ということですか。
湯川
大学の統合移転については、私は委員会に関係してい、ました
が、途中で移転できるかどうか分からなくなったこともありま た。しかし 赤堀総長は近畿闘拡備法が通っ ら移転でき と言われました。当時、私は大阪大学の移転 近畿閤整備法 関係が分 りませんでし が、結局はその法によって大阪大学を移転させたわけです。この近畿閤整締法は閣議決定事項ですから、 阪大学の移転は近畿際整
備法によるもので文部省によるものではなかったので、文部省の予算
96 
に関係がありません した。その代わりもとのものを移すだけで大きくはしないということでした、が、移転に関しては近畿間務備法で保障されていました。近畿閤整備法は都市計附法と同じで土地収刑法が適則できます。大の移転ということだけでは、土地収用法が適用できませんでしたが、
近畿悶品川れ備法のおかげで全部土地を提供 てくれました。近畿閤整備法による移転の第一号は大阪大学で、第二号がない。その泣味で近畿間整備法は大阪大学移転のためのものだったとも言えるわけです。
村
上
すると現夜のものは元の堺の大きさのままですか。
湯川
いいえ、必ずしもそうではありません。ぷ一機面積は工科系と
いうことで一研究室三
OO
汗で計算し、そのほかに現有する特殊施設
は実績に応じて計算できました。そのな味で先ほど浅田先生がす口われた工事現場の仮小康も、危険物念怖のボロボロ 木造も坪数に数えられました。
一一国
枚方のものも坪数に入ったのですね。
湯川
特殊音響窓(知加議室)も計算に入りました。ところで四研究部
紺の方向づけをして頂いたところで、私が所長を受け継ぎました。国先生が文部省に出 証文と か約束がいかに実行されたかを報告しなければならない破自になりました。そこで諒山の阪大セミナ
i
ハウスに教授全員に集まって頂いて、産研はどうあるべきかというテーマの産研セミナーを開かせて頂きました。そ では先生方の仕事をお)ふいに話して頭き、共河の研究一ア
l
マを持てるかどうかなどを相談
いたしました。
また倒人的にも私が
人ずつ話を伺って、その結果を
ふまえて「産研の踏史と現在と将米いというレポートを作って被告しました。それが材料高圧合成センターが認められる素地になったと忠われ す。それ以後は、
おかげで法研に対する文部省の風当りは良く
ますが、なったと忠われます。ふ
fの文部省のスタッフには了解してもらってい
、??
五
J
十年もすると、人も変わるので、また問題になる
かもしれません。
研究員制度など
康
問
波研の吹間移転までの産研の歩みについての話をこの辺で打
切らせていただき、
」れか
つト二討し
J人、ノ
41r
、、‘っ、
グ
\114b
川166
サノノ、刀
Fd
。〉
{J,jl 
、
一
質問をし、これに対しお掠えをいただくようお願い します
車問水
以前は研究員制度が
φめったように聞いていますが、
どういう
制度でいつからいつまで続いたのでしょうか。
国
私の場合、
昭和十七年に新しい部門ができる
で、咋制の
発布を待たずに十七年の九月に産研に米たのですが
その時に研究員
に問附託されました
その後十二月に私の関係する ないこと
に決まってしまい、五島所長 ~本米なら辞めて らわねばならないが協会の余があるから」と うことで 教肢の昨に定きができ 昭和十九年まで研究員でした。小橋さんは戦後も研究員でし 。湯川
間足さんも研究員でした。
国
官制服のない所内のみの制度でした。
湯川
戦前の国家公務員制度のできる前のことで
41
トLKJ
円HV
い二一
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心打ド旬以パ珂
生は産研所員でした。十日武先生が亡くなられたとき、葬式での次に波研所長の焼存と一一一一同われて始めてわかっ のですが、産研所員となられたのは
のあとです。
は研究担の半分伎は研究補助員を認うのに使用でき、
また科研費
でも一服えたため、
止す所で研究員とか研究嘱託とかの名前をつくってい
たようです。
九大の谷村さんという人が波研へ月一一一間米ていましたが、戦後
のシステム化されたものとは
ょうで
松
尾
産研ができた当時は協会
政併協会設立魅芯百にあるように、
を通じて何か研究上の述絡とか、実用化助成斡旋などが行なわれたのでしょうか。
湯川
戦時中だったので試該一ア
iγ
を業界から持って米て頂くとい
うことはありませんでした。
村上
協会と研究川一当者と話合い
J乞しようとしたことはあったよう
です。湯川
故武川次郎氏(炎兵衛氏の弟)から二十万円の有機化学奨励金
な寄付してもらいましたが、間氏の
でこちらの話を聞きたいとい
うことで話合いをしました。戦争泣後 ことで
一川はあったかと
思います。
後になって行先小心の所長の時に仁
いたしました。
三註
同
食業をピックアップして、政研の
って、
術援とれ合わせてし政研の力をどうすれば役立てることが出米るかを数間話合ったように思います。
湯川
それは堺科学者クラブといって、戦後の食陀燥のとき、福助
技
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足袋におられた桜林さん、大セルの和田野さんとかが大セルの会館に集まったのが発端で、地元の堺の工場を専内外の先生に見てもらい立見を頂けば、何か新しいものが出米るのではないかということで何間か集まりました。
宥
八回伎は集まったように思いますが、ピッタリ怠見があって生
まれてくるものがなかなか見当たらず、
いろいろの点でやりにくくな
りましたが、この活動 協会は布く評制されたようです。
大
谷
協会から研究所への援助は研究成果のあとの総持でした。研
究所の成果をストレート
にわたす役目、発明発見を広く協会が
お位話をし、そして特許料を。プール て有誌に使って くということが合間却すやいたと真品先生の間で契約がなされました。
つまり発明発見
を協会を通してやっていこうとしていた ですが、途中で隈有特許にひっかかって協会が一切手な出せないようになり村上
協会とのテ!?の交換は私は失敗だったように思います。話
ム口つでも尚方のな見が一致しませんでした。会社の方では自分の研究所ではとても出米ないとか、
金がかかってしょうがないというのは話
してくれるが、このようなテ!?は我々も出来ない訳で、
カ
って
で悶っている問題でも他の企業にわかつては限るというテ
i
マは
教えてくれない。こういうことが大きな原因で た。 れに集まった人が必ずしも実用にタッチしていた人で いことも原掲の一つです
原
因
産研が人午後議々、発燥するにはいろんな問題があると恕いま
すが、今伺いました賢治一なお話を参考にして新しい方向を見出きたいと思います。
最後に小泉所長から御挨拶お願いします。
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小泉
先別問、湯川先生からお話があり
Lましたように、文部省から産
研の研究分野が広過ぎると指摘されて皆さんが御法労なさって米られた訳ですが、最近では産業科学研究所とは良い名称ではないかと文部者のある方か
れています。この名称を現代風に有効に生かして
ゆきたい訳です。ただ何なやっても災いということではなく、高い次一兆の大きな目標
JK設定したい訳で、文部省は共体性をもっ研究の方向
に刻しては
っております。
しかしそれは総論であって、
総論は叫小川成でも各論となるとなかなか実現が終日勿でな というのが常であります。私も湯川先生の
た蕊山での
に参加した一人でありま
すが、現在、この研究所で向こう十年叫に推進すべき研究計闘を松索中で、出来れば部門別で協力して収組める課題を設定したいとワ!キング・グループを作って検討中であります。産税が五十周年 迎える日まで背様方是非ご地 でそ 成果を見て頂 たいと思います。原因
本日は旅初四十年の歩みにつきまして貴重なお話を伺いまし
たが、この
の記録を政研の資料として長く保存し、また一部は
阪大五十年史に使わせて頂きたいと思います。どうも有難 御出いました。
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